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救急需要の動向について
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本市における人口と救急件数の推移について

令和元年 令和２年 令和３年

市内人口 1,531,882 1,539,946 1,539,946

救急件数 75,513 66,951 69,883
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救急需要と高齢者

令和３年
●全救急件数

６９，８８３件（搬送人員：５７，８４０人）

●高齢者の搬送人員
３２，０９５人 （５５．４％）

（搬送人員に占める割合）
●新型コロナウイルス感染症陽性患者搬送件数

※２，９２２人（令和４年５月まで 約２０００人）
※速報値
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救急隊への入所者情報提供書



「情報連絡会」

各署管内の施設等と相互理解を深めた
円滑な連携体制の構築をするための「懇
談の場」として開催しております。
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各施設との連携
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連携の途中経過・・・・

搬送人員 現場滞在時間 軽症の割合 中等症の割合 重症の割合

平成２８年中 ４，７１８人 ２１．８分 25.80% 58.30% 14.00%

平成２９年中 ５，３４４人 ２１．１分 25.70% 59.90% 12.60%

平成３０年中 ５，６７５人 ２１．２分 26.70% 59.90% 12.00%

令和元年中 ５，９７０人 ２１．７分 25.20% 60.70% 12.80%

令和２年中 ５，４８３人 ２２．１分 23.50% 63.10% 12.20%

過去５年間の高齢者福祉施設からの搬送人員（６５歳以上の高齢者）



徐々に顔の見える関係が築かれつつあります。

今後も更に連携を深めさせていただき、より迅
速な救急活動が出来ますよう御協力をお願いい
たします。
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救急管理係 ０４４－２２３－２６２２


